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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】図書館や図書レンタル店、幼稚園などで不特定
多数の人々が利用する書物をより便利かつ効果的に消毒
処理することが可能なデスクトップ型書物消毒器を提供
する。
【解決手段】消毒チャンバ２４を備える開閉型本体２６
、前記開閉型本体にある書物支持台４２と、一対の書物
固定具４４からなり、書物が垂直に立てられ表紙を開か
れた状態で固定する書物固定手段２８、送風器４５に空
気供給ライン４６によって連結され、書物の背表紙に綴
られた本紙の根部側に向かって空気を噴射する空気噴射
機３１、書物の本紙に同一極性の静電気を帯電させる静
電気帯電板を含む静電気発生装置３２、アロマ香りを燻
蒸させて前記空気噴射機を介して前記消毒チャンバの内
部に流入させるアロマ発生装置３３、送風器、静電気発
生装置およびアロマ発生装置の作動を制御し、本体の操
作パネル５２に連結された制御コンピュータ３４とを含
んでなる、デスクトップ型書物消毒器。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　書物に空気を噴射して書物の本紙を開きながら殺菌ランプによって消毒処理する書物消
毒器において、
　ドアで開閉される開口部以外の残りが上下壁、後壁および両側壁で塞がれた消毒チャン
バを備える開閉型本体と、
　前記開閉型本体にある下壁の後方側に垂直方向に立てられた書物支持台、前記下壁に一
方側がピボットされて前記書物支持台側に立てられるか、或いは前記下壁側に横になるよ
うになっている一対の書物固定具からなり、消毒すべき書物が垂直に立てられた状態で書
物の表紙を開かれた状態で固定する書物固定手段と、
　送風器に空気供給ラインによって連結されており、前記消毒チャンバの内部で前記書物
固定手段の書物支持台に対向する位置に備えられ、前記書物支持台の前方に固定される書
物の背表紙に綴られた本紙の根部側に向かって空気を噴射する空気噴射機と、
　前記書物支持台の中央に垂直方向に備えられ、前記書物固定手段によって固定される消
毒すべき書物の本紙に同一極性の静電気を帯電させる静電気帯電板を含む静電気発生装置
と、
　前記供給ラインに備えられており、アロマ香りを燻蒸させて前記空気噴射機を介して前
記消毒チャンバの内部に流入させるアロマ発生装置と、
　前記送風器、前記静電気発生装置および前記アロマ発生装置の作動を制御し、前記本体
の操作パネルに連結された制御コンピュータとを含んでなることを特徴とする、デスクト
ップ型書物消毒器。
【請求項２】
　前記書物固定手段と前記空気噴射機が、前記本体の開口部を介して前記消毒チャンバの
内部に収納されるか或いは前記本体の外部に引き出される移動テーブルに備えられている
ことを特徴とする、請求項１に記載のデスクトップ型書物消毒器。
【請求項３】
　前記本体のドアには透視窓が備えられていることを特徴とする、請求項１に記載のデス
クトップ型書物消毒器。
【請求項４】
　前記本体の前面には、前記制御コンピュータに連結された作動状態ディスプレイがさら
に備えられていることを特徴とする、請求項１に記載のデスクトップ型書物消毒器。
【請求項５】
　前記書物支持台には、消毒すべき書物の本紙を開かれた状態で保持することができるよ
うに、複数の突起が下方から一定の間隔で突出している少なくとも１つの半円形押さえリ
ブと、前記書物支持台に上下移動可能に挿入される端部とを含む書物上部固定台がさらに
備えられていることを特徴とする、請求項１に記載のデスクトップ型書物消毒器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、デスクトップ型書物消毒器に係り、さらに詳しくは、図書館や図書レンタル
店、幼稚園などで不特定多数の人々が利用する書物を管理者またはユーザーがより便利か
つ効果的に消毒処理することが可能なデスクトップ型書物消毒器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、図書館や図書レンタル店、幼稚園などで不特定多数の人々が利用（貸付／閲覧
）する各種書物は、ユーザーの唾または飲食物などによって汚染し、各種細菌とカビが繁
殖し易いため、書物との接触を媒介とする各種疾病の伝染に脆弱であるという問題点があ
った。
【０００３】
　特に、書物は、汚染し易い本紙が重なり合っており、本紙が表紙で包まれたものであっ
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て、通常の紫外線殺菌消毒器を用いて殺菌消毒処理しても紫外線が書物の内部には照射さ
れないようになっているから、十分な殺菌効果を得ることができないという問題点があっ
た。
【０００４】
　従来の消毒器としては、特許文献１、特許文献２などの消毒器が知られている。
【０００５】
　特許文献１に開示されている「履物用殺菌消毒器」は、補助紫外線ランプを履物の内部
に挿入して消毒するものであって、多量の本紙を持つ書物を殺菌消毒するには適用するこ
とができない。
【０００６】
　特許文献２に開示されている「書物の乾燥装置」は、送風装置を用いて書物の本紙を乾
燥させると同時に、殺菌灯で殺菌効果を提供するものであるが、背表紙(book-spine)に平
行な方向に温風を通過させるようになっているものであって、温風が書物の本紙の間を通
過して本紙間の空気圧が外部の空気圧より低くなるベルヌーイの法則によって、むしろ書
物の本紙を互いに付着させるので、書物の本紙に紫外線が照射できないという欠点があっ
た。
【０００７】
　また、単に背表紙の部分で書物を直方体の内部空間に立て掛けるだけでは、書物の本紙
が開かない場合が頻繁に発生して、例えば詩集のように薄くて小さい書物や、ソフトカバ
ー付き小説本（図書館に所蔵されている大部分の書物の形態）、本紙のページ数が少なく
て厚い子供用絵本などには適用し難いという問題点などがあった。
【０００８】
　本発明者らは、かかる従来の諸般問題点を解決するために鋭意検討した結果、書物の表
紙と本紙を開いた状態で紫外線殺菌消毒を行うことさえできれば、汚染した書物との接触
を媒介とする各種疾病の伝染を予防するのに十分な消毒効果を得ることができ、ひいては
汚染した書物の殺菌消毒を書物の管理者だけでなくユーザーも容易に行うことさえできれ
ば、ユーザーがより積極的かつ自発的に書物消毒器を使用するように誘導することができ
るので、汚染した書物との接触を媒介とする各種疾病の伝染からユーザーを安全に保護す
るとともに、書物を汚染物質で毀損されないように管理することができて書物の寿命周期
を延長させることにより、利用頻度数が高い書物の再購入費用も節減させることができる
ことを見出し、本発明を完成するに至った。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】韓国特許第０４１６３１７号明細書
【特許文献２】特開２００１－３３６８７７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　そこで、本発明の目的は、書物を部分的に消毒してきた従来の技術の問題点を解決する
ために、空気噴射機と静電気発生装置を用いて、数十～数百枚の本紙からなる書物の表紙
と本紙が均一に開かれるようにして、紫外線による殺菌消毒だけでなく、アロマによる化
学的殺菌消毒を効果的に行うことができるようにすることにより、汚染した書物との接触
を媒介とする各種疾病の伝染を予防するのに十分な消毒効果を得ることが可能なデスクト
ップ型書物消毒器を提供することにある。
【００１１】
　本発明の他の目的は、書物を紫外線で殺菌消毒する際に、温風を同時に噴射することに
より、紫外線殺菌効果を極大化させることが可能なデスクトップ型書物消毒器を提供する
ことにある。
【００１２】
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　本発明の別の目的は、書物を紫外線で殺菌消毒する際に、書物の表紙と本紙を開かれた
状態で保持する手段を、消毒チャンバに対して引き込みまたは引き出しされるテーブルに
備えることにより、体積が大きいあるいは重さが重い書物も容易に使用することが可能な
デスクトップ型書物消毒器を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　上記目的を達成するために、本発明は、ドアで開閉される開口部以外の残りが上下壁、
後壁および両側壁で塞がれた消毒チャンバを備える開閉型本体と、前記消毒チャンバの内
部で消毒すべき書物の表紙を開かれた状態で保持する書物固定手段と、前記消毒チャンバ
の内部に少なくとも１つが備えられ、前記書物固定手段によって表紙が固定される書物に
対して消毒を行う紫外線殺菌ランプと、前記消毒チャンバの内部で前記書物固定手段に対
向する位置に少なくとも一つが備えられ、前記書物固定手段によって表紙が固定される書
物の背表紙に綴られる本紙の根部側に向かって空気を吹き込んでベルヌーイの法則に影響
されずに本紙を開くことができるように送風器に連結された空気噴射機と、書物に静電気
を帯電させて書物の本紙が静電気的斥力によって開かれるようにする静電気発生装置と、
アロマを燻蒸させて前記空気噴射機を介して前記消毒チャンバの内部に流入させることに
より、抗ウイルス効果および抗バクテリア効果によって書物を殺菌消毒するためのアロマ
発生装置と、前記赤外線殺菌ランプと前記送風器を制御し、前記本体の操作パネルに連結
された制御コンピュータとを含んでなる、デスクトップ型書物消毒器を提供する。
【００１４】
　また、本発明に係る前記書物固定手段と前記空気噴射機は、前記消毒チャンバ内の下壁
に備えられていることを特徴とする。
【００１５】
　また、本発明に係る前記書物固定手段と前記空気噴射機は、前記本体の開口部を介して
前記消毒チャンバの内部に収納されるか或いは前記本体の外部に引き出される移動テーブ
ルに備えられていることを特徴とする。
【００１６】
　また、本発明に係る前記書物固定手段は、消毒すべき書物の開かれた表紙を立て掛け保
持する書物支持台と書物固定具からなっていることを特徴とする。
【００１７】
　また、本発明に係る前記送風器に電熱器がさらに備えられ、前記空気噴射機を介して、
消毒すべき書物に向かって温風を噴射するようになっていることを特徴とする。
【００１８】
　また、本発明に係る前記本体のドアには透視窓が備えられていることを特徴とする。
【００１９】
　また、本発明に係る前記本体の前面には、前記制御コンピュータに連結された作動状態
ディスプレイがさらに備えられていることを特徴とする。
【００２０】
　また、本発明に係る前記書物支持台には、消毒すべき書物の本紙を開かれた状態で保持
することができるように、複数の突起が下方から一定の間隔で突出している少なくとも１
つの半円形押さえリブと、前記書物支持台に上下移動可能に挿入される端部とを含む書物
上部固定台がさらに備えられていることを特徴とする。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明は、不特定多数の人々が利用（貸付／閲覧）する書物を消毒する際に、書物にア
ロマ空気を噴射すると同時に、書物の本紙を静電気的斥力によって開かれるようにしなが
ら、紫外線および抗菌アロマ香りが書物の表紙だけでなく書物の綴られた本紙の根部側に
も直接噴射されるようにすることにより、書物の表紙だけでなく、書物の内部までも完璧
に満遍なく消毒処理することができるものであって、ユーザーの利用する書物に存在する
各種細菌とカビからユーザー本人および家族の健康を保護するために、ユーザーが積極的
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かつ自発的に書物消毒器を使用するように誘導することができるので、汚染した書物との
接触を媒介とする各種疾病の伝染からユーザーを安全に保護することができるという利点
がある。
【００２２】
　また、本発明は、書物を汚染物質で毀損されないように管理することができるため、書
物の寿命周期を延長させることにより、利用頻度数が高い書物の再購入費用も節減させる
ことができるという利点がある。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本発明に係るデスクトップ型書物消毒器の一実施例を示す斜視図である。
【図２】本発明に係るデスクトップ型書物消毒器の構成を例示する系統図である。
【図３】図１に示した書物消毒器の使用状態を例示する斜視図である。
【図４】図１に示した書物消毒器の使用状態を例示する平面図である。
【図５】本発明に係るデスクトップ型書物消毒器の他の実施例を示す斜視図である。
【図６】図５に示した書物消毒器の使用状態を例示する斜視図である。
【図７】本発明に係るデスクトップ型書物消毒器の別の実施例を示す斜視図である。
【図８】図１に示したアロマ発生装置の例示図である。
【図９】本発明の使用状態を示す写真である。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　以下に添付図面を参照しながら、本発明について詳細に説明する。
【００２５】
　図１は本発明に係るデスクトップ型書物消毒器の一実施例を示す斜視図、図２は本発明
に係るデスクトップ型書物消毒器の構成を例示する系統図、図３は図１に示した書物消毒
器の使用状態を例示する斜視図、図４は図１に示した書物消毒器の使用状態を例示する平
面図、図５は本発明に係るデスクトップ型書物消毒器の他の実施例を示す斜視図、図６は
図５に示した書物消毒器の使用状態を例示する斜視図、図７は本発明に係るデスクトップ
型書物消毒器の別の実施例を示す斜視図、図８は図１に示したアロマ発生装置の例示図、
図９は本発明の使用状態を示す写真である。
【００２６】
　本発明は、図１および図３に示すように、ドア１０で開閉される開口部１２以外の残り
が上下壁１４、１６、後壁１８および両側壁２０、２２で塞がれた消毒チャンバ２４を備
える開閉型本体２６と、前記消毒チャンバ２４の内部で消毒すべき書物Ａの表紙ａを開か
れた状態で保持する書物固定手段２８と、前記消毒チャンバ２４の内部に少なくとも１つ
が備えられ、前記書物固定手段２８によって表紙ａが固定される書物Ａに対して消毒を行
う紫外線殺菌ランプ３０と、前記消毒チャンバ２４の内部に少なくとも１つが備えられて
おり、前記書物固定手段２８に対向する位置に備えられて前記書物固定手段２８によって
表紙ａが固定される書物Ａの背表紙ｃに綴られた本紙ｂの根部側に向かって空気を吹き込
むことにより、書物Ａの本紙ｂを開いて前記紫外線殺菌ランプ３０からの紫外線が書物Ａ
に全体的に直接照射されるようにする空気噴射機３１と、前記書物固定手段２８に備えら
れ、前記書物固定手段２８に固定される書物Ａに静電気を帯電させて書物Ａが極性を帯び
て静電気的斥力によって書物Ａの本紙ｂを開かれるようにする静電気発生装置３２と、前
記空気噴射機３１に空気を供給する空気供給ラインに少なくとも１つが備えられており、
アロマ香りを燻蒸させて空気噴射機３１を介してアロマ香りを消毒チャンバ２４の内部に
流入させることにより、抗ウイルス効果および抗バクテリア効果による化学的殺菌を行う
アロマ発生装置３３と、前記紫外線殺菌ランプ３０、空気噴射機３１、静電気発生装置３
２およびアロマ発生装置３３の作動を制御する制御コンピュータ３４とを含んでなる。
【００２７】
　前記ドア１０は、図１に示すように、縁部３６以外の残りが透明ガラス板またはアクリ
ル板からなる透視窓３８で出来ているものであって、ユーザーが前記ドア１０を開かなく
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ても、消毒チャンバ２４の内部に収納された書物Ａの消毒状態を容易に確認しながら便利
に利用することができるようになっている。
【００２８】
　前記紫外線殺菌ランプ３０は、図１に示すように、例えば消毒チャンバ２４を構成する
上壁１４、後壁１８および両側壁２０、２２側に配置され、前記書物固定手段２８によっ
て表紙ａが開かれた状態で固定され、前記空気噴射機３１によって本紙ｂの開かれる書物
Ａを全体的に消毒処理するものであって、紫外線の直接照射範囲をよりさらに広めるため
に、図１に二点鎖線で表示したように、前記消毒チャンバ２４の下壁１６、または前記ド
ア１０の透視窓３８側に紫外線遮断板４０と共に配置することもできる。
【００２９】
　前記書物固定手段２８は、図１および図３に示すように、前記開閉型本体２６にある下
壁１６の後方側に垂直方向に立てられた書物支持台４２と、前記下壁１６に下部側がピボ
ットされていて上部側が前記書物支持台４２側に立てられるか、或いは前記下壁１６側に
横になるようになっている一対の書物固定具４４からなっているため、消毒すべき書物Ａ
を垂直に立てられた状態で前記書物Ａの表紙ａを１８０°の角度で開かれた状態で固定す
ることができるようになっている。
【００３０】
　前記書物支持台４２は、図１に示すように、消毒チャンバ２４の後壁１８に配置された
紫外線殺菌ランプ３０から放射される紫外線が前記書物支持台４２によって遮断されない
ように、例えば空間を有する格子状にすることが好ましい。
【００３１】
　前記空気噴射機３１は、空気を電動式で吸入して供給する送風器４５に空気供給ライン
４６によって連結されている。前記空気噴射機３１を介して、図３、図４および図９に示
されているように、書物Ａの背表紙ｃに綴られた本紙ｂの根部方向に空気を噴射して従来
の技術におけるベルヌーイの効果を遮断させながら、均一に本紙ｂを開放させる。
【００３２】
　前記送風器４５には電熱器４８が備えられ、前記空気噴射機３１を介して前記紫外線殺
菌ランプ３０の紫外線殺菌効果を増進させると同時に、カビまたは細菌が繁殖し易い環境
を提供する湿気を書物Ａから効果的に除去することが可能な温風を噴射させることができ
るようにすることが好ましい。
【００３３】
　前記紫外線殺菌ランプ３０および送風器４５は、前記制御コンピュータ３４に連結され
ており、前記ドア１０を開閉することにより作動するように、前記ドア１０に対応する前
記本体２６の開口部１２の周囲に配置されているドア開閉感知スイッチ５０とも連結され
ているため、前記ドア１０が閉じられている状態では紫外線殺菌ランプ３０と送風器４５
を作動させ、前記消毒チャンバ２４に収納された書物Ａを消毒および乾燥させ、ユーザー
が消毒チャンバ２４に対して書物Ａの引き込みまたは引き出しを行うために前記ドア１０
を開くと、紫外線殺菌ランプ３０および送風器４５の作動が中止されてユーザーの安全を
図るとともに、前記紫外線殺菌ランプ３０と送風器４５を効率よく稼動させることができ
るようになっている。
【００３４】
　また、前記本体２６の前面には、前記制御コンピュータ３４に連結される操作パネル５
２と作動状態ディスプレイ５４が備えられており、ユーザーが本発明に係る書物消毒器の
作動状態を制御するとともに、その作動状態を容易に確認し得るようになっている。
【００３５】
　前記静電気発生装置３２に連結された静電気帯電板５５は、図１および図２～図４に示
すように、前記書物支持台４２の中央に垂直方向に備えられ、前記書物支持台４２と前記
書物固定具４４によって表紙ａが立てられた状態で固定される書物Ａの背表紙ｃを介して
本紙ｂが同一の極性（－）を呈するようにして、静電気的斥力によって前記空気噴射機３
１から噴射される空気とともに、図４および図９に示されているように書物Ａの本紙ｂを
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より円滑に開かれるようにする。
【００３６】
　したがって、前記紫外線殺菌ランプ３０から照射される紫外線と、前記アロマ発生装置
３３から前記空気噴射機３１を介して前記消毒チャンバ２４内に流入する燻蒸アロマを、
書物Ａの本紙ｂが綴られた根部ｄにまで深く浸透するようにして、書物の殺菌効果を極大
化させる。
【００３７】
　前記アロマ発生装置３３は、図１に示すように、前記送風器４５と空気噴射機３１とを
連結する前記空気供給ライン４６上に備えられている。
【００３８】
　前記アロマ発生装置３３は、例えば図８に示すように、前記空気供給ライン４６上にあ
るＴ字ジョイント４７に結合する電気加熱式燻蒸器３３ａと、前記電気加熱式燻蒸器３３
ａに結合する芯３３ｂ付きリフィル容器３３ｃとから構成されている。
【００３９】
　図５および図６には本発明に係る書物消毒器の他の実施例が示されている。
【００４０】
　図５および図６に示した書物消毒器は、前記書物固定手段２８と前記空気噴射機３１が
、本体２６の開口部１２を介して消毒チャンバ２４の内部に収納されるかあるいは本体２
６の外部に引き出される移動テーブル５６に備えられているため、体積が大きい或いは重
さが重い書物も容易に使用し得るようになっており、空気噴射機３１が送風器４５に空気
供給ホース５８によって連結されている以外は、図１～図３に示した実施例と同一の構造
で出来ている。
【００４１】
　図７には本発明に係る書物消毒器の別の実施例が示されている。図７に示した書物消毒
器は、前記書物固定手段２８の書物支持台４２に、消毒すべき書物Ａの本紙ｂを開かれた
状態でセットさせる書物上部固定台６０をさらに備えてなる。
【００４２】
　前記書物上部固定台６０は、複数の突起６２が下方から一定の間隔で突出している少な
くとも一つの半円形押さえリブ６４と、この半円形押さえリブ６４の両側から延長された
端部６６、６８とから構成されている。前記端部６６、６８は、前記書物支持台４２の両
側にあるスロット７０、７２に挿入されており、高さの異なる書物に対して互換性を発揮
し得るようになっている。
【００４３】
　前記半円形押さえリブ６４は、横サイズの異なる書物に対して互換性を発揮し得るよう
に、図７に実線と二点鎖線で表示したように、大きいまたは小さい半円形押さえリブ６４
、６４’にしてもよい。
【００４４】
　また、本発明において、空気噴射機３１は、例示図面に表現が省略された通常の駆動手
段によって回転するようにあるいは左右に往復運動するようにしてもよく、図７に示すよ
うに複数にしてもよい。
【００４５】
　このように構成された本発明は、図書館や図書レンタル店、幼稚園などで管理者および
ユーザーの両者ともが使用し易いように書物の貸付／閲覧がなされるテーブル上に備えら
れるもので、ユーザーが自分の利用すべき書物の利用前後にも書物を開いて書物を全体的
に殺菌消毒することに適用される。
【符号の説明】
【００４６】
　１０　　ドア
　１２　　開口部
　２６　　本体



(8) JP 2010-344 A 2010.1.7

10

　２８　　書物固定手段
　３０　　紫外線殺菌ランプ
　３１　　空気噴射機
　３２　　静電気発生装置
　３３　　アロマ発生装置
　３４　　制御コンピュータ
　４２　　書物支持台
　４５　　送風器
　５８　　空気供給ホース
　６０　　書物上部固定台

【図１】 【図２】

【図３】
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